
（2）200７（平成19）年２月１５日発行東 北 学 院 時 報第６５7号 （第三種郵便物認可）（月刊）

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

『
２
０
４
回
目
』、
こ
の
数
字
は

一
月
号
の
「
東
北
学
院
時
報
」
で
、

教
育
振
興
資
金
寄
付
欄
に
、匿
名

で
掲
載
さ
れ
た
榴
ケ
岡
卒
業
生

か
ら
の
、心
温
ま
る
寄
付
の
回
数

で
あ
る
。

昨
年
の
六
月
上
旬
の
こ
と
、久

能
秘
博
校
長
へ
卒
業
生
か
ら
の

手
紙
が
届
い
た
。
そ
の
内
容
は
、

「
母
校
の
精
神
が
今
も
生
き
る
」

「
母
校
を
誇
り
に
思
う
」「
母
校

に
感
謝
す
る
」な
ど
。
青
春
時
代

に
学
ん
だ
数
々
の
思
い
出
の
様

子
が
綴
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
、特
に

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
生
徒
諸

君
の
た
め
に
、少
し
で
も
役
立
て

て
欲
し
い
と
。

『
毎
日
一
万

・
・
・
・

』。
目
標
三
百
六
十

五
万
円
へ
の
熱
き
寄
付
が
今
日

も
続
い
て
い
る
。昨
年
の
十
二
月

二
十
五
日
で
『
２
０
４
回
目
』。

総
額
二
百
四
万
円
と
な
っ
た
。あ

ら
た
め
て
、卒
業
生
の
善
行
に
出

会
い
、「
毎
日
の
大
切
さ
」「
人
生

は
積
み
重
ね
が
大
事
」「
決
し
て

諦
め
な
い
精
神
」
な
ど
、『
榴
生
』

の
気
概
に
触
れ
、新
た
な
元
気
を

い
た
だ
い
た
。
本
校
と
し
て
は
、

尊
い
献
金
に
感
謝
し
て
、生
き
た

教
育
振
興
基
金
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
あ
る
。

さ
て
、
本
校
は
昭
和
三
十
四
年
、

榴
ケ
岡
校
舎
と
し
て
新
入
生
百

マ
が
始
ま
る
。
こ
こ
に
、久
能
校

長
を
先
頭
に
、『
チ
ー
ム
榴
』
が

一
丸
と
な
っ
て
、「
地
の
塩
・
世

の
光
」「
自
学
自
律
」「
バ
ラ
ン
ス

教
育
」
を
目
指
し
て
、
あ
た
ら
し

い
人
づ
く
り
へ
の
挑
戦
が
始

ま
っ
た
。今
年
の
受
験
状
況
は
入

学
定
員
二
百
七
十
名
に
対
し
、志

願
者
数
二
千
五
百
三
十
九
名
で

受
験
倍
率
九
・
四
倍
と
東
北
、
北

海
道
地
区
で
、も
っ
と
も
高
い
倍

率
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、出
口

で
は
現
役
合
格
（
現
役
力
）
と
し

て
、平
成
十
八
年
三
月
卒
業
者
の

進
路
集
計
結
果
が
で
た
。四
大
現

役
進
学
率
七
十
八
・
四
％
で
宮
城

県
内
私
立
・
公
立
高
校
百
二
十
校

の
中
で
最
高
の
進
学
率
を
示
し

て
い
る
。現
役
力
の
強
さ
の
要
因

は
、東
北
学
院
大
学
へ
の
推
薦
入

学
（
内
部
推
薦
）
に
あ
る
。
平
成

十
九
年
度
は
、
何
と
、
百
三
十
九

名
の
推
薦
合
格
の
内
示
を
受
け

た
。
あ
ら
た
め
て
、高
大
一
貫
教

育
の
成
果
に
感
謝
。

既
に
、泉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
養

学
部
で
は
、一
貫
教
育
の
実
践
と

し
て
公
開
講
座
が
始
ま
り
、今
年

度
は
佐
々
木
俊
三
学
部
長
が
講

師
と
し
て
、土
曜
日
七
回
に
わ
た

り
開
講
さ
れ
た
。「
生
き
て
い
る

こ
と
の
不
思
議
さ
」「
学
ぶ
こ
と

榴ケ岡高等学校事務長 美橋 正博

三
十
五
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。あ

と
二
年
で
創
立
五
十
周
年
の
大

慶
を
迎
え
る
。卒
業
生
は
平
成
十

九
年
三
月
で
総
数
九
千
四
百
六

十
名
余
り
を
数
え
る
。現
一
年
生

が
卒
業
の
と
き
は
、な
ん
と
一
万

名
の
大
台
に
な
る
。新
た
な
ド
ラ

羽ばたけ『チーム榴』
―卒業生に学ぶ―

富
山
の
実
家
の
菩
提
寺
の
先
代
の

住
職
は
、
毎
月
、
オ
ー
ト
バ
イ
を
駆
っ

て
我
が
家
に
来
ま
し
た
。
何
故
か
青
山

学
院
出
身
だ
っ
た
そ
の
住
職
は
、
い
つ

も
「
か
あ
ち
ゃ
ん
来
た
よ

・
・
・
」
と
満
面
の

笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
敷
居
を
跨
い

だ
も
の
で
し
た
。
締
り
屋
だ
っ
た
母
は
、

お
勤
め
を
了
へ
た
住
職
に
千
円
し
か

包
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
住
職
は
上
質

の
お
香
を
置
い
て
い
く
の
が
常
で
し

た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
住
職
で
す
。
今
は

キ
リ
ス
ト
者
に
な
っ
た
実
家
の
弟
家

族
と
も
ど
も
、
代
替
わ
り
を
し
た
菩
提

寺
と
は
交
流
が
あ
り
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
、
い
ま
は
キ

リ
ス
ト
が
再
び
来
る
・
・
こ
と
を
待
ち
望

む
時
代
で
す
が
、
そ
の
前
に
、
キ
リ
ス

ト
が
こ
の
世
に
来
た
・
・
こ
と
を
覚
え
る

べ
き
で
す
。
わ
た
し
は
、
キ
リ
ス
ト
も
、

や
は
り
前
述
の
住
職
の
よ
う
に
「
し
ん

ち
ゃ
ん
来
た
よ

・
・
・
」
と
満
面
の
笑
顔
で
来

た
姿
を
想
い
ま
す
。

し
か
し
、
聖
書
は
キ
リ
ス
ト
が
世
に

来
た
こ
と
に
つ
い
て
キ
リ
ス
ト
自
身

の
言
葉
を
も
っ
て
、
よ
り
深
い
意
味
を

伝
え
て
い
ま
す
。「
今
、
わ
た
し
は
心

騒
ぐ
。
何
と
言
お
う
か
。『
父
よ
、
わ

ば
か
り
の
笑
顔
に
も
、
そ
の
背
後
に
は

彼
の
信
仰
が
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。
わ
た
し
自
身
は
ど
う
だ
ろ

う
か
と
忸
怩
た
る
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
自
ら
の
十

字
架
を
負
っ
て
キ
リ
ス
ト
に
従
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
と
。

こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る
今
日

は
、
大
学
も
幼
稚
園
も
年
内
最
後
の
日

で
す
。
研
究
室
を
後
に
し
て
幼
稚
園
に

行
く
と
、
預
か
り
保
育
の
こ
ど
も
た
ち

が
い
ま
し
た
。
前
述
の
住
職
の
よ
う
に

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
園
児
た

ち
は
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
こ
の
コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ

る
季
節
は
キ
リ
ス
ト
の
顕
現
節
か
ら

四
旬
節
に
変
わ
る
季
節
で
す
。
キ
リ
ス

ト
が
こ
の
世
に
来
た
・
・
こ
と
の
喜
び
を
、

十
字
架
を
背
景
に
し
て
心
に
留
め
た

い
も
の
で
す
。

〈
幼
稚
園
長

長
島

慎
二
〉

か
あ
ち
ゃ
ん
来
た
よ

の
楽
し
さ
」
な
ど
、
人
生
の
基
本

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、大
変
分
か
り

や
す
い
言
葉
、
事
例
で
講
話
さ
れ
、

高
校
生
諸
君
に
大
き
な
夢
と
感

動
を
与
え
た
。私
も
高
校
生
と
一

緒
に
聴
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
、あ

ら
た
め
て
、高
大
一
貫
教
育
の
大

切
さ
を
痛
感
し
た
一
人
で
す
。い

ず
れ
に
し
て
も
、本
校
の
特
色
づ

く
り
の
要
は
大
学
と
の
連
携
・
・

で
、

い
か
に
情
報
を
共
有
化
し
、何
を

具
体
的
に
進
め
る
の
か
が
、緊
急

課
題
の
ひ
と
つ
と
な
る
。
特
に
、

泉
キ
ャ
ン
パ
ス
の「
恵
ま
れ
た
教

育
環
境
」「
歩
い
て
三
百
歩
」。
地

の
利
を
生
か
し
た
教
養
学
部
と

の
連
携
強
化
を
ど
の
よ
う
に
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、本
校

の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

来
年
の
四
月
に
は
モ
ダ
ン
な

新
体
育
館
が
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
の

丘
に
生
ま
れ
る
。
ど
ん
な
、ド
ラ

マ
が
展
開
さ
れ
る
か
、今
か
ら
楽

し
み
で
あ
る
。若
者
た
ち
の
夢
の

実
現
の
た
め
に
、東
北
学
院
同
窓

生
十
四
万
七
千
人
の
爽
や
か
な

『
校
歌
』が
今
日
も
続
く
。グ
ラ
ン

ド
の
西
側
の
斜
面
に
は
、卒
業
生

の
記
念
樹
『
つ
つ
じ
』
が
じ
っ
と

寒
さ
に
耐
え
、と
き
め
き
の
春
を

待
つ
。
も
う
す
ぐ
春
、羽
ば
た
け

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
鎧
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二
月
の
幼
稚
園
だ
よ
り

冬
の
遊
び
、楽
し
ん
で
鎧

た
し
を
こ
の
時
か
ら
救
っ
て
く
だ
さ

い
』
と
言
お
う
か
。
し
か
し
、
わ
た
し

は
ま
さ
に
こ
の
時
の
た
め
に
来
た
の

だ
。
父
よ
、
御
名
の
栄
光
を
現
し
て
く

だ
さ
い
。」（
日
本
聖
書
協
会
『
新
共
同

訳
新
約
聖
書
』
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音

書

章

節
～

節
）。
こ
の
時
と
は

１２

２７

２８

十
字
架
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。

前
述
の
、
先
代
の
住
職
の
こ
ぼ
れ
ん

三
学
期
も
半
ば
を
過
ぎ
、園

児
た
ち
は
進
級
・
卒
園
を
控
え

て
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
ま
す
。今
年
の
冬
は
例
年

と
違
っ
て
暖
か
い
日
が
続
き
、

一
月
は
、か
る
た
や
凧
あ
げ
な

ど
の
お
正
月
の
伝
統
的
な
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
ま
回
し
で
は
、小
さ
な
手

で
や
っ
と
つ
か
め
る
く
ら
い

の
大
き
さ
の
こ
ま
に
、真
剣
な

顔
つ
き
で
縄
を
巻
き
勢
い
よ

く
投
げ
、勝
負
を
繰
り
広
げ
た

り
、「
土
に
穴
が
あ
く
く
ら
い

回
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、羽
根
つ
き
で
は
何
人
か

で
チ
ー
ム
を
組
み
「
あ
っ

ち
の
チ
ー
ム
に
勝
つ
ぞ
、

エ
イ
エ
イ
オ
ー
外
」
と
元

気
な
声
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
飛
ん
で
く
る
羽
根

を
打
ち
返
そ
う
と
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

一
月
二
十
六
日
に
は

子
ど
も
達
が
楽
し
み
に

し
て
い
た
も
ち
つ
き
が

行
わ
れ
（
写
真
）、「
重
た

く
て
も
頑
張
る
」「
力
持

ち
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
自

分
の
体
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
大
き
さ
の
杵
を
「
ヨ
イ

シ
ョ
」と
掛
け
声
を
あ
げ
な
が

ら
力
い
っ
ぱ
い
振
り
上
げ
、

「
早
く
食
べ
た
い
」と
嬉
し
そ

う
な
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
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少
子
化
、
大
学
進
学
率
の
伸
び
悩
み
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

志
願
者
を
学
科
別
に
み
て

み
る
と
、
文
学
部
キ
リ
ス
ト

教
学
科
と
教
養
学
部
言
語
文

化
学
科
・
情
報
科
学
科
・
地

域
構
想
学
科
が
前
年
比
増
加

と
な
っ
た
も
の
の
、
全
体
的

に
は
前
年
度
よ
り
約
九
・
五

％
減
少
し
二
〇
〇
三
年
度
か

ら
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

定
員
に
対
す
る
実
質
倍
率
は

教
養
学
部
地
域
構
想
学
科
が

最
も
高
く
、
次
い
で
同
学
部

言
語
文
化
学
科
、
同
学
部
人

間
科
学
科
と
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
出
身
県
別
で
は
宮
城

県
出
身
者
が
六
十
五
％
で
、

東
北
六
県
出
身
者
で
は
六
十

八
％
と
志
願
者
が
宮
城
県
に

集
中
す
る
傾
向
は
昨
年
度
と

同
じ
に
な
っ
た
。

一
方
、
合
格
者
数
は
、
五
学

部
合
わ
せ
て
三
千
五
百
十
五

人
。
合
格
者
に
占
め
る
女
子
の

数
は
千
二
百
九
人
で
全
体
の

三
十
四
％
、
ま
た
宮
城
県
内
出

身
者
の
割
合
は
二
十
二
％
と

前
年
比
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
入
学
試
験
の

合
格
発
表
も
行
わ
れ
、
五
学

部
十
二
学
科
に
二
千
四
百
五

十
一
人
が
志
願
し
、
千
百
八

人
が
合
格
し
た
。
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前

期

日

程

志

願

者

と

合

格

者

状

況

元
東
北
学
院
大
学
教
養
学

部
助
教
授
柴
田
誠
氏
に
は
、一

月
十
三
日
逝
去
さ
れ
た
。七
十

六
歳
。

柴
田
先
生
は
昭
和
二
十
九

年
に
東
北
学
院
大
学
文
経
学

部
英
文
学
科
卒
。同
四
十
一
年

米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
大
学
院

言
語
学
科
修
了
。
同
二
十
九

年
か
ら
十
六
年
間
、
東
北
学

院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭

と
し
て
勤
務
さ
れ
た
後
、
同

四
十
五
年
東
北
学
院
大
学
講

師
。
同
四
十
七
年
に
東
北
学
院

大
学
助
教
授
。
平
成
八
年
三
月

に
定
年
退
職
さ
れ
た
。

遺
族

柴
田

文
子
様

元
東
北
学
院
大
学
教
養
学
部
助
教
授

柴
田

誠
氏
逝
去

一
月
七
日
か
ら
十
日
ま
で

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総

合
体
育
館
（
東
京
）
で
行
わ

れ
た
「
第
十
四
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

カ
ッ
プ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大

会
」
で
優
勝
し
た
高
等
学
校

の
鈴
木
誠
史
君（
２
年
）が
、四

月
に
ト
ル
コ
国
の
ベ
レ
ク
市

で
開
催
さ
れ
る
「
二
〇
〇
七

年
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
・
カ
デ
・

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大

会
」
の
日
本
代
表
に
選
出
さ

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
一

月
二
十
二
日
に
松
本
芳
哉
校

長
、
佐
藤
悠
先
生
と
と
も
に

宮
城
県
庁
を
表
敬
訪
問
し
、

村
井
嘉
治
知
事
か
ら
「
い
い

報
告
を
待
っ
て
い
ま
す
」
と

激
励
を
受
け
た
（
写
真
）。

鈴
木
君
は
、
中
学
三
年
に

伺伺伺伺伺伺伺伺
伺伺伺伺伺伺伺伺
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フ
ェ
ン
シ
ン
グ
日
本
代
表
に

高
等
学
校
の
鈴
木
誠
史
君
が
選
出

大学入試センター試験利用入学試験一般入学試験前期日程
学 科学部

実質倍率合格者数志願者数定員実質倍率合格者数受験者数志願者数定員

２.２１３０２８６１３１.５３２７５０１５０８９５英文学科（昼間主コース）

文 学 部 ２.５４１０３１.４３５４９５２８英文学科（夜間主コース）

１.５２３２１.３４５５１キリスト教学科

２.５１３１３３２８１.９２２１４２８４４０７５歴 史 学 科

１.８９４２１,６８２１,６８９２４５経済学科（昼間主コース）

経済学部
１.２８５１０５１０６２５経済学科（夜間主コース）

２.１４４６９４３９５２１３９経営学科（昼間主コース）

１.９４３８０８３１５経営学科（夜間主コース）

２.０２０５４１２１５２.０４４２８９０９０６１６０法 律 学 科法 学 部

２.０８２１６７１０１.６１３２２１１２１３４２機械知能工学科

工 学 部
２.４７５１７９１０１.８１３８２４８２５３４２電気情報工学科

１.６６５１０１８１.３９６１２２１２３３５電 子 工 学 科

１.７６２１０６８１.２９３１１５１１８３５環境建設工学科

２.２１１０２３８８２.４１４５３４２３４９４５人 間 科 学 科

教養学部
１.９１０７１９９８２.５１３１３３２３３５４５言 語 文 化 学 科

２.７７０１９０８１.９１３４２６１２６７５０情 報 科 学 科

３.５６５２２８８３.０１０１３０４３０９４５地 域 構 想 学 科

２.２１,１０８２,４５１１０９１.９３,５１５６,６１８６,７０８１,１０２合 計

平成１９年度 東北学院大学
一般入学試験前期日程・大学入試センター試験利用入学試験志願者・受験者・合格者数

名名名 倍倍名名名名

も
日
本
代

表
に
選
ば

れ
て
い
る
。

世
界
大
会

に
む
け
て

「
今

大

会

で
は
ベ
ス

ト
８
に
入

れ
る
よ
う

頑
張
り
た

い
」
と
抱
負

を
述
べ
た
。

前
期
日
程
を
振
り
返
り
、

飛
田
善
雄
入
試
部
長
は
「
志

願
者
数
の
減
少
に
は
、
少
子

化
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
考
え
ら
れ
る
。
よ
り
受

験
し
や
す
い
入
試
制
度
へ
の

改
善
と
と
も
に
、
本
学
で
学

ぶ
こ
と
の
意
義
を
中
心
と
し

て
、
受
験
生
へ
の
広
報
活
動

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

つ
い
た
お
餅
は
子
ど
も
達
が

大
好
き
な
あ
ん
こ
や
き
な
こ
、

み
た
ら
し
、
の
り
、
胡
麻
の
五

種
類
に
味
付
け
ら
れ
、全
ク
ラ

ス
、
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
て
「
次

は
の
り
餅
に
し
よ
う
」「
ま
だ

ま
だ
お
か
わ
り
す
る
よ
」と
何

度
も
お
餅
を
も
ら
い
に
並
ぶ

子
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

二
月
三
日
に
は
豆
ま
き
が

行
わ
れ
、子
ど
も
達
一
人
一
人

が
工
夫
を
凝
ら
し
て
作
っ
た

鬼
の
お
面
を
つ
け
、「
鬼
は
外

外
福
は
内
外
」
と
豆
を
手
に

取
っ
て
は
投
げ
、自
分
の
中
に

い
る
鬼
を
追
い
払
い
ま
し
た
。

「
も
う
鬼
が
い
な
く
な
っ
た

か
ら
よ
か
っ
た
」と
心
の
中
ま

で
す
っ
き
り
と
し
た
子
ど
も

達
で
し
た
。

〈
幼
稚
園
〉
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